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１ 調査の概要

この調査は、第３次秦野市環境基本計画の中間見直しをするに当たり、市民
が日頃感じている環境に対する思いや、市の環境施策に対する意見等を把握し、
総合的かつ計画的な推進を図っていくための基礎資料とするために実施するも
の。

２ 調査対象者

市内在住の満18歳以上75歳未満の者1,200名を無作為抽出

４ 実施方法
環境共生課（直営）において、調査票の作成、封入、発送、回収、データ

入力、集計分析等を行う。

３ 調査方法
調査票を対象者へ郵送し、紙（調査票）またはWeb（e-kanagawa）により期日

までに回答してもらう。

【調査期間】 令和７年８月２１日（木）から同年９月１０日（水）まで

５ 調査項目

【問１】 秦野市の身近な環境について

【問２】 環境に配慮した行動について

【問３】 地球温暖化対策について

【問４】 再生可能エネルギーの導入について

【問５】 地球温暖化がもたらす気候変動について

【問６】 家庭での電力について

【問７】 ごみの減量・リサイクルについて

【問８】 ごみの収集方法について

【問９】 環境教育・環境保全活動について

【問10】 生物多様性について

【問11】 環境に関する情報の提供体制について

【問12】 秦野名水について
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６ 属性

男性
178人

（37.2%）

女性
236人

（49.4%）

無回答
64人

（13.4%）

（1）性別

（2）年齢と居住地区

本町地区 南地区 東地区 北地区
大根・

鶴巻地区
西地区 上地区 計 回答率

18～19歳 2 2 1 0 1 1 7 23.3%

20～29歳 2 4 2 2 9 3 22 15.5%

30～39歳 6 14 2 1 13 10 46 31.1%

40～49歳 11 17 5 7 16 22 78 33.5%

50～59歳 10 25 12 11 22 28 2 110 41.2%

60～69歳 17 27 8 5 39 31 2 129 54.4%

70～74歳 12 11 12 7 22 19 3 86 60.1%

計 60 100 42 33 122 114 7 478 39.8%

回答率 39.5% 41.2% 36.8% 33.3% 41.4% 40.3% 50.0% 39.8% -

回答者 478人
（回答率 39.8%）

６ 調査結果（一部抜粋）

3.1%

15.5%

4.1%

13.0%

15.7%

19.5%

6.5%

6.3%

2.9%

12.2%

1.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

１．多様な生き物とのふれあいの場

２．みどり（森林や里地里山）とのふれあいの場

３．農地や土とのふれあいの場

４．水とのふれあいの場

５．空気のきれいさ（排気ガスや悪臭等がない）

６．河川など水のきれいさ

７．まちの静かさ（騒音や振動等がない）

８．清潔で衛生的なまちづくり（ごみの散乱等がない）

９．歴史や文化が感じられるまちづくり

10．緑（公園や街路樹）が身近に感じられるまちづくり

11．環境配慮型のまちづくり
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Q.秦野市の誇りの思う環境について（２つ回答）



Q.地球温暖化がもたらす気候変動の影響をどのような事象から感じているかについて（複数回答）

グラフタイトル

無回答
1.7％

知っている
91.8％

知らない
6.5％

Q.プラスチックの収集日の変更の認知度について グラフタイトルQ.資源物の収集日の変更の認知度について

知らない
11.5％

無回答
1.5％

知っている
87.0％

3.8%

7.2%

4.3%

4.8%

9.9%

11.8%

7.1%

20.2%

7.0%

10.7%

13.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

１．多様な生き物とのふれあいの場

２．みどり（森林や里地里山）とのふれあいの場

３．農地や土とのふれあいの場

４．水とのふれあいの場

５．空気のきれいさ（排気ガスや悪臭等がない）

６．河川など水のきれいさ

７．まちの静かさ（騒音や振動等がない）

８．清潔で衛生的なまちづくり（ごみの散乱等がない）

９．歴史や文化が感じられるまちづくり

10．緑（公園や街路樹）が身近に感じられるまちづくり

11．環境配慮型のまちづくり

Q.秦野市が重点的に取り組むべき環境施策について（２つ回答）

17.1%

18.9%

10.9%

7.7%

14.2%

14.9%

8.6%

7.6%

0.2%

0.0%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0% 20.0%

１．集中豪雨、浸水被害の増加

２．猛暑日の増加、海水温上昇

３．台風などの災害の激甚化

４．生物分布の変化

５．食物への影響（農畜産水産物の変化）

６．四季の期間の変化

７．氷河・氷山の減少、海面上昇

８．干ばつ・渇水

９．影響を感じたことはない

10.その他
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その他
2.3％

グラフタイトルQ.「生物多様性」の言葉と意味の認知度について

言葉と意味を
知っている

36.8％

意味は知らないが、言
葉は聞いたことがある

37.2％

どちらも知らない
23.6％

無回答
2.3％

グラフタイトルQ.「生物多様性」の必要性について

非常に感じる
14.4％

感じる
43.7％

あまり感じない
36.0％

無回答
3.6％

31.8%

30.8%

25.1%

5.0%

3.3%

0.0%

0.0%

1.3%

2.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

テレビ・ラジオ

ＳＮＳ・インターネット

広報はだの

新聞・雑誌・一般図書

友人・知人・家族

公開講座・講演会等

行政計画

その他

無回答

グラフタイトル
Q.環境に関する情報の入手方法について

グラフタイトルQ.「秦野名水」の意味とロゴマークの認知度について

どちらも
知っている

62.3％

意味は知らないが、
見たこと、

聞いたことはある
31.4％

見たことも、
聞いたこともない

3.6％

無回答
2.7％
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